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登米地域だより 

R1 秋号 

中堅社員研修を開催しました！ 

 ９月１０日（火）に登米合同庁舎で「中堅社員

研修」を開催しました。この研修は，登米市内企

業の中堅社員等を対象に，風通しのよい職場をつ

くるためのコミュニケーションやリーダーシップ

について学んでいただくことを目的としているも

のです。 

 今年度は経営コンサルティング波多野事務所の

波多野ゆか氏を講師にお招きし，「信頼と成果を

高めるコミュニケーション～自分も大事に！相手

も大事に！～」というテーマで研修を行いまし

た。 

 講義だけでなくグループワークを多く取り入れ

た研修内容で，「『相手』を意識したコミュニ

ケーション」のコツについて，実際に体験をしな

がら学んでいただきました。 

 参加者からは，「わかりやすい内容で，日頃の

会話の中にも生かせる部分がありました。」，

「今後は後輩が増えていくので，コミュニケー

ションが大切だと感じました。」などの感想をい

ただきました。 

 地方振興部では，今後も継続的に管内企業の

方々を対象にした研修を実施してまいります。 

地方振興部 

登米懐古館プレオープンイベント＆開館記念式典 

研修の様子 

地方振興部 

 ９月８日に新たにオープンした登米懐古館の完

成・開館を記念し，９月４日と８日に記念行事が

行われました。 

 ４日のプレオープンイベントでは，設計者の隈

研吾氏と宮城県出身の残間里江子氏による完成記

念講演・対談が行われ，約２００人が聴講しまし

た。また，８日の開館記念式典では，伝承芸能の

披露やテープカットが行われた他，元仙台市博物

館長の佐藤憲一氏による記念講演も行われまし

た。 

 両日とも多くの来場者があり，大盛況となりま

した。 

移転・新築された登米懐古館 
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登米市のリンゴ生産者が 

全国リンゴ研究大会で事例発表！ 
農業振興部 

事例発表を行う芳賀秀二さん 産地視察の様子 

群出品(第4区）で最優秀賞を受賞した登米和牛育種組合 肉用牛の部で団体賞を受賞した登米地区の皆さん 

 ９月３日，４日に「第６１回全国リンゴ研究大

会北海道大会」が開催されました。本大会は，西

洋リンゴ導入１５０周年を迎える北海道七飯町に

おいて，「歴史に学び，新しい時代の一歩を」を

テーマに開催されたものです。全国のリンゴ生産

者４５０名が集まり，産地視察など技術の研鑽と

交流を深めました。 

 ３日の産地振興の事例発表では，宮城県代表と

してJAみやぎ登米りんご生産部会長の芳賀秀二 

さんが宮城県のリンゴ栽培概要や完熟リンゴの 

直接販売の取り組み等の果樹経営について発表 

を行いました。 

 農業振興部（登米農業改良普及センター）で

は，生産部会等と連携し，リンゴ生産技術の向 

上を図るとともに，令和４年に宮城県で開催さ 

れる全国大会の準備を支援していきます。 

県総合畜産共進会開催！今年も登米地区が活躍  

 今年も宮城県総合畜産共進会が各畜種で開催さ 

れており，登米地区からの出品家畜が好成績をお 

さめました。 

 ９月４日から食肉流通公社（米山町）で開催さ 

れた肉豚の部では，１区で（有）ピッグ夢ファー 

ム（豊里町）が全１９セットの中から名誉賞を獲 

得しました。 

 みやぎ総合家畜市場（美里町）で９月１３日か 

ら開催された肉用牛の部では，延べ７４頭が出品 

され，１区から４区の全ての区で登米市からの出 

品牛が最優秀賞を受賞しました。また，同じく９ 

月２５日に開催された乳用牛の部でも鈴木貴博さ 

ん（南方町）が３区で３席に入賞し健闘しました。 

 肉豚の部，肉用牛の部では，ともに２年連続で 

団体賞を受賞し，関係者一丸となって出品対策に 

取り組んできた成果が現れました。 

東部家畜保健衛生所 



3 

高校生の林業体験会を開催しました！ 
林業振興部 

 ７月１８日，津山町林業研究会主催で，古川工

業高校建築科の１年生３０名を対象に，林業体験

会（インターンシップ）が開催されました。            

 当日は，薄曇空と微風という作業しやすい天候

に恵まれ，平成28～29年度に植栽したスギ造林

地の下刈り作業を実施しました。 

  生徒達は林業研究会の担当者からの説明を熱心

に聞きつつ，下刈り鎌を使い一生懸命作業し，怪

我無く無事終了することができました。 

 秋にはインターンシップの第２回目として，同

じメンバーによる間伐体験が予定されています。 

説明を熱心に聞く生徒達 一生懸命作業してます 

初期型ほ場整備勉強会を開催しています！ 

 登米管内では，昨年度に登米地域農業のさらな

る発展のため，「登米地域の初期型ほ場整備再生

計画」を策定しました。今年度はこの計画に従っ

て活動をし，８月からは標題の勉強会を開催して

います。最近では，９月１９日と２０日に登米公

民館にて開催しました。 

 この勉強会では，被災地等で導入を始めている

「新たな標準区画（２㏊ 区画）」や，登米市が今

後2か年で進める予定としている「人・農地プラ

ン」の実質化等を地元の耕作者に情報提供してい

ます。 

 今後も，登米市，関係土地改良区，JAみやぎ登

米及びみやぎ農業振興公社と一体になって，この

勉強会を実施していきます。 

農業農村整備部 

勉強会の様子① 勉強会の様子② 
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登米市の公衆衛生に貢献した人・団体を表彰 
東部保健福祉事務所登米地域事務所 

令和元年９月７日（土）に中田農村環境改善セ

ンターで「第１４回登米市公衆衛生大会」が開か

れ，公衆衛生向上に功績があった個人や団体３９

件（保健所長表彰１７件，大会長表彰２２件）を

表彰しました。 

 この大会は，公衆衛生思想の普及向上を図り，

健康でうるおいのあるまちづくりを推進するた

め，各地域，各分野で活躍している方々が一堂に

会し，他の模範となる団体及び功労者を表彰する

ことで，明日への活動の礎とすることを目的とし

て毎年開催されています。 

また，大会の主催は，登米市公衆衛生組合連合

会，登米市，宮城県登米保健所，登米保健所管内

環境衛生協会，登米保健所管内食品衛生協会で

す。 

 今大会では，亀卦川洋一さん（食品衛生・環境

衛生活動功労者，東和町）らが宮城県登米保健所

長表彰を，石川力雄さん（公衆衛生活動功労者，

迫町）らが大会長表彰を受賞しました。 

 受賞者を代表して，濱田和幸さん（公衆衛生活

動功労者，米山町）が謝辞を述べました。 

＜登米保健所からのお知らせ＞ 

大会開催にあたり挨拶をする鈴木登米保健所長 受賞者への褒状伝達 

宮城県では，「食育」の取組を推進するため，

毎年11月を「みやぎ食育推進月間」と定めてい

ます。 

 食は，生きる上での基本です。 

 生涯にわたり心身ともに健全で豊かな生活を送

るためには，一人一人が自らの食事を考え，食事

の楽しさや大切さを学び実践するとともに，家

庭・学校・地域などが支え合いながら取り組むこ

とが大切です。 

 この機会に，多彩で豊富な宮城・登米の食材や

地域の食文化など、食の大切さについて考えてみ

ませんか。 
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令和元年１０月発行/宮城県東部地方振興事務所登米地域事務所（地方振興部） 

〒９８７－０５１１ 宮城県登米市迫町佐沼字西佐沼１５０－５ 

ＴＥＬ：０２２０－２２－６１２３  ＦＡＸ：０２２０－２２－７５２２ 

 毎年8月は国土交通省が「道路ふれあい月間」と定

めています。また，8月10日は「道の日」と制定さ

れ，生活に欠かせない身近な社会資本である道路に

関心を持っていただくため，全国各地で様々な行事

が実施されています。 

東部土木事務所登米地域事務所では，８月８日

（木）に「ロードクリーンキャンペーン」として，

職員18人が国道346号（道の駅米山前）及び主要地

方道 古川佐沼線（道の駅みなみかた前）のゴミ拾

い・除草等を行いました。 

このロードクリーンキャンペーンは平成19年より実

施されており，今回で11回目の活動となります。 

当事務所では，道路を安全に使っていただけるよう

維持管理を行っていますが，今後も職員自ら行動し

ながら，地域の皆様とともに良好な道路環境の維持

に努めてまいります。  

＜今年度実施内容＞ 

１ 実施箇所 

 (１) 国道３４６号  

  登米市米山町西野地内（道の駅米山前） 

  両側歩道 約３５０ｍ 

 (２) 主要地方道古川佐沼線 

  登米市南方町新高石浦地内（道の駅みなみか 

  た前） 両側歩道 約６５０ｍ 

２ 作業内容 

  歩道のゴミ拾い，除草，土砂撤去 

３ 作業時間 

  令和元年８月８日（木） 

  午前９時から午前１０時３０分まで 

ロードクリーンキャンペーンを実施しました ！ 
東部土木事務所登米地域事務所 

＜当日写真＞ 


